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マランツのスーパーオーディオ CD プレーヤーをお買い上げいただを、ありがとラございます。 
ご使用の前に、この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に巧をしてください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりますが、ご不 
審な箇所などありましたら、お早めにお買い上げ店、当社お客様ご相談センター、または最寄り 
の当社営業所/サービスセンターにお問い合わせください。 


■ 付属品 

製品を巧か6化した6まず下記のが属品がそろつ 
ているかお認してください。 

• リモコン . 1個 
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( S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が描かれ 
ています。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグを コンセント か 
ら巧く）が描かれています。 

A 記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的なま意内容(左図の場合は指をはさまれないようにま 
意)が描かれています。 



安を上のごミ主意 


ご使用の前に、この「を全上のごま意」をよくも'読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。 


絵表のについて 


この「を全上のごま意」は、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害 
財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵ま示をしています。内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 


A 警告 


A 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 
t または重傷を負う可能性が想定される内容を示して 
います。 


> この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷 

^ 害を負う可能せが想定される内容および物的損害のみ 
' の発生が想定される内容を示しています。 


® 處瓜 
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C 

電源プラグをコン 
セントから抜く 


A 

(§) 

水場での使用禁止 
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♦万一、煙が化ている、変なにおい节音がするなどの異常状態のまま使 
用ずると义災-感電の原因となります。すぐ'じ機器本体の電源スイッ 
チを切り、おず電源プラグをコンセントか6抜いてください。煙が化 
なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼<ださい。 

♦万一、内部に水などが入った場含は、まず機器本体の電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご速赂ください。 
そのまま使用すると义雖-感電の原因となりまず。 

♦万一、機器の内部に異物が入った場合は、まず機器本体の電源スイッ 
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご速絡くださ 
し、そのまま使巧すると义災-感電の原因となります。 

♦万一、この機器を落したり、キャビネットを破損した場合は、機器本 
体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか6抜いて販売店 
にご連絡ください。そのまま使用ずると义災■感電の原因となりまず。 


♦ 電源コードが傷んだら(な線の露化、断線など)販売店に交換をご依頼 
ください。ぞのまま使巧すると义楽-感電の原因となりまず。 

♦ この機器を設置ずる墙合は、壁から 10 cm 上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくずるためじ、他の機器との間は少し離して置い 
てください。ラックなどに入れると劃ま、機器の天面から 10 cmJ ： l 上、 
背面から1日 cm 上のずきまをあけてください。アンプ等の発熱の多 
いものの上に置かないでください。内部に熱がこもり义災の原因とな 
りまず。 


♦ 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる場 
所では使用しないでください。义楽-感電の原因となります。 


♦ 乾電弛は、充電しないでください。電池のお裂、液もれにより、义災、 
けがの原因となりまず。 

♦ 表示された電源電圧(交流10日ボルト）外の電圧で使用しないでく 
ださい。义楽-感電の原因となりまず。 

♦ この機器を使用できるのは日本国内のみでず。電源周波数は 50 Hz 地 
域または 60 Hz 地域でご使用できまず。船舶などの直流 ( DC ) 電源に 
は接続しないでください。义災の原因となります。 

♦ この機器の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に 
熱がこもり、乂がの原因となります。この機器には、内部の温度上昇 
を防ぐため、ケースの上部や底部などに開□部があけてありまず。次 
のような使い方はしないでください。 

• この機器をあお向け作横倒し、逆さまにずる。 

• この機器を押し入れ、専用のラック W 外の本箱など風通しの悪い狭 
し铺じ押し込む。 

• テープルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用す 
る。 

♦ 電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷じな6な 
いようにしてください。コードに傷がついて、义雖■感電の原因とな 
りまず。コードの上を敷物などで覆うことじより、それに気付かず、 
重い物をのせてしまうことがありまず。 

♦ この磯器の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでくだ 
さい。义雖の原因じなりまず。 
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♦ この機器の開□部などか 6 内部[こ金属類や燃えやすいものなどを差し 
込んピリ、落し込んだりしないでください。义雖-感電の原因となり 
まず。特にお子様のいるご家庭ではごま意ください。 

♦ この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品!、薬晶や水などの入っ 
た容器やルさな金属物を置かないで<ださい。こ【すれたり、中に入っ 
た場合义災-感電の原因となります。 

♦ エアコンの 下に置かないでください。 エアコン か6水滴が滴下した場 
合、汚損-故障-义が-感電の原因となりまず。 

♦ 電源コードを傷つけたり、力□エしたり、無理に曲げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、力□熱したりしないでください。コードが破損して、义 
災■感電の原因となります。 


接郎禁止 


♦雷が鳴り化した6、電源プラグには触れないでください。感電の原因 
となりまず。 



分解禁止 


♦ この機器に水が入ったり、姑らさないようにごを意ください。义楽- 
感電の原因となりまず。雨天、降雪中、ミ毎岸、か辺での使用は特にご 
ミま意ください。 


♦ この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。 
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となりまず。内部の点お- 
整備-修理は販売店にご依頼ください。 

♦ この機器を改造しないでください。义楽-感電の原因となります。 


A 


A 




指の怪我にま意 

瓜 


手を挟まれない 
ようじミ主意 


♦ オーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指を 
のコードを使巧してください。指定 W 外のコードを使用したり、コー 
ドを延長したりずると発熱しやけどの原因となることがあります。 

♦電源を人れる前には、音量(ボリューム）を最ルじしてください。アナ 
□グまレコードに比べ非常にノイズがかなく、再生がはじまるまでノ 
イズは殆ど聴き取れません。アンプのボリュームを上げすぎまずと化 
のオーディオ機器を破損することがありますので、ごま意ください。 
突然大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。 

♦ 電池をリモコン内に挿入する場含、極性表示プラス+とマイナスーの向 
きじま意し、表示通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液 
ちれにより、か楽、けがや周囲をミち損する原因となることがあります。 


♦ 電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものがありまずので、指を W 
外の電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い電池を混 
ぜたり、種類の違う電弛を混ぜたりして使巧しないでください。電池 
の破裂、液もれじより、义楽-けがや周囲をミち損ずる原因となること 
がありまず。 

♦ ご不要になった電池を廃棄する墻合は、テープなどで絶織し、各地の地 
方自治団体の指示煤例)に従って火気のない攝酣こ処分してくだきい。 

♦ 電池はお子様皆幼児の手の届かない場所に保管してください。誤って 
飲み込んでしまった場合は、ただちに医師の診断を受けて下さい。 

♦ 製品に同個している電源コードのみ使巧してください。製品)に同個し 
ていない電源コードは使用しないでください。 


♦お子様がディスク挿入□に、手を入れないようにごま意ください。け 
がの原因となることがありまず。 


處 

電源プラグをコン 
セントからなく 


(S) 


♦ 電源のスイッチを切っても電源からは完全に適断されていません。 
万…の事故防止のため、本製品を電源コンセントのおくに置き、ずぐ 
じ電源コンセントからプラグを抜けるようじしてご使用ください。 

♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用じならないときは安全のためお 
ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

♦ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて巧って 
<ださい。 

♦移動させる場含は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから 
巧ってください。コードが傷つき、义炎-感電の原因となることがあ 
ります。 


♦ 調理台や力□湿器のそばなど巧煙や湯気が当たるような墙所に置かない 
でください。义炎-感電の原因となることがあります。 

♦ ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安をな場所や振動のある巧に置か 
ないで<ださい。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ 
y ます。 
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♦ 電源コードを熱器具に近づけないでくた‘さい。コードの被ふくが溶け 
て、义災-感電の原因となることがあります。 

♦ この機器または電池が入ったリモコンを次のような異常に温度が高く 
なる場所に放置しないでください。キャビネ、ソトや部おじ悪い影響を 
ちえ、义がの原因となることがありまず。 

• 窓を開めきった自動車の中 
• 直射日光が当たる場戸斤 
• 义节暖房器具など熱を発生ずる機器のおく 

♦ 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。义災-感電の原因と 
なることがありまず。 

♦ひひ剧れ、変形、または接着剤などで補修したディスクは、使巧しな 
いでください。ディスクは機器内で高速回転しますので、飛び散って、 
けがの原因となることがありまず。 

♦ レーザー光源をのぞき込まないでください。レーザー光が目に当たる 
と視力障害を起こずことがあります。 

♦ 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。 
コードが傷つき、义雖-感電の原因となることがありまず。必ずプラ 
グを持って抜いてください。 

♦電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなど 
と一緒に携帯、保管しないでください。電池のプラス十端子とマイナ 
スー端子の間がショートし、電池の破裂、液もれじより、义楽、けが 
の原因となることがあります。 


♦ 電舰ま、化熱したり、分解したり、乂やかの中に入れないでください。 

電池の破裂、液もれにより、乂災、けがの原因となることがあります。 
♦ 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、 
义楽の原因となることがあります。 

♦ この機器の上に 5 kg 上の重いものや外枠か6はみ出るような大きな 
ものを置かないでくた‘さい。バランスがくずれて倒れたり、落下して、 
けがの原因となることがありまず。 


♦ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因とな 
ることがありまず。 


♦日年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談<ださい。 
機器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと义雖や故 
障の原因となることがありまず。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に 
巧うと、より効果的でず。なお、掃除費用については販売店などじご 
相談ください。 

〇 参長期間使巧しない時は、電池をリモコンから取り化しておいてくださ 
し'*。電池から液がちれて义楽、けが、周囲をミち損する原因となること 
があります。電池が液もれしている場合は、ただちに電池を処分して 
ください。この際、液が皮膚节衣服に付着ずると化傷ずるおぞれがあ 
りますので、取撒いには十分ごま意ください。誤って液が付着してし 
まった場合は、ただちに水道水で洗浄し医師の診断を受けてください。 
ケース内に付着した液をよく拭き取ってから新しい電池を入れてくだ 
さい。 


/* N 
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ま意 
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♦ この機器の上にテレビやオーディオ磯器などを載せたまま移動しない 
でください。倒れたり、落下して、けがの原因となることがありまず。 

♦ この機器に栗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様 
にはごミ主意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となる 
ことがあります。 

♦冬、暖房のきいた部屋の窓がくもったり水滴がついたりしまず。この 
現象を結露といいます。この機器は、光学レンズを使用していまずの 
で次のような場合(こ結露が起きることがありまず。 

• 嗎房開始直後の部屋 
• 湿気が多い部屋 

• 寒いところから、急に暖かい部屋に持ち込んだとき 

このようなときは、曲数の読み込みができず、この機器が誤動作する 

ことがありますので30分位待っ てせ 6使用してください。 

♦ この機器がチューナーやテレビじ®害を与えることがありまず。この 
ようなときは、チューナー节テレビとの距離を離して設置してくださ 
い。 

♦本磯はパソコン用の CD - ROM や、ゲーム CD 、 ビデオ CD 、 DVDC ビ 
デオ/オーディオ） 、 DTS - CD 、 などは再生できません。 

♦ 市販されているレンズクリーナーは、レンズを破損させる恐れがあり 
ますのでご使用にならないでください。 
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!_ 本機の特長 


SA 8003 /SA 7003共通の特長 


本磯はスーパーオーディオ CD の持つサウンドパ 
フォーマンスを高度じ再生しまず。主じ次のような 
特長がありまず。 

• ディファレンシャル入力の HDAM による口ー ノ 
イズ低歪フィルター回路と高速 HDAMSA 2 送り 
出しアンプ 

• CD - R / CD-RW ディスク再生対応 

• 本機指定ファイルお式の WMA または MP 3 が記 
録された CD - R / RW/ROM ディスク再生対応 


SA 8003の巧長 


SA 呂〇日3は SA 7003 と比べて下のアップグレード 
をしてお U まず。 

. トロイダルトランス 

電源トランス特有の振動と漏瑰磁束のかない卜 
□イダル型電源トランスを搭載しました。リン 
グ状コアの材料と製造工程を厳しく管理するこ 
とで振動を軽減し、トランス外周に取り付け6れ 
たコアリングとショートリングは漏瑰磁束を軽 
減していまず。 

• 大容量ブロックコンデンサ 

電源回路には音質検討を重ねたオーディオ用 
3300い F 大容量コンデンサを搭載していまず。 

• 高音質フィルムコンデンサー、電解コンデンサー 

SA 8003では上級觸にも使巧している高音質フィ 
ルムコンデンサやオーディオ巧電解コンデンサ 
を採用していまず。 

• ダブル•レイヤード•シャーシ 
• 高級削り出しアナログ•オーディオ出力端子 
• USB 才ーディオ ( MP 3/ WMA / WAV ) /iPod 再生対応 

本磯では、 USB 機器または iPod を USB 端子に接 
続ずることじより指定のファイル形式の MP 3、 
WMA 、 WAV 、 AAC ファイルの再生が可能です。 


本機で再生でまるディスクについて 


1•スーパーオーディオ CD 

SUPE 及 の CD 

スーパーオーディオ CD 規格はダイレクト-スト 
リーム-デジタル （Direct Stream Digital ) ( DSD ) 技 
術に基づいています。 

このダイレクト■ストリーム-デジタル■フ ォーマツ 
卜は、従来のオーディオ CD よりも目4倍のサンプ 
リング周波数を有ずる1ビットシステムから構成 
されています。 

それによって、1 0 OkHz W 上におよぶ周激数範囲及 
び可聴周波数帯全域でダイナミックレンジ M 20 dB 
の素晴らしいサウンドが生まれます。 

巧能な限り多くの周波数分布をミックスすること 
により、巧聴域のオーディオ情報がよりいっそう自 
然じ闇こえるようじなりまず。 

つまり、ずべての巧聴周波数は音源か6発せられ 
る周波数範囲巧に組み込まれます。 

これによって、リアリティーのある音場が再現され 
ます。 

スーパーオーディオ CD じは、 t (下の3つのタイ 
プがあります。 

• シングルレイヤー•ディスク 
• デュアルレイヤー•ディスク 
• ハイブリッドレイヤー•ディスク 



また、各々のタイプは、情報が記歸される2つの 
領域、 

• 高音質ステレオエリア 
• 高音質マルチチャンネルエリア** 

を持つことができまず。 
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-シングルレイヤー•ディスク 

高音質ステレオと高音質マルチチャンネル**の 
両方の情報エリアを持つことができます。 

• デュアルレイヤー•ディスク 

高音質ステレオと高音質マルチチャンネル**の 
両方の情報エリアを持つことができまずが、第二 
レイヤーのを在によって2倍の情報量をディスク 
じ記憶ずることができます。 


. ハイブリッドレイヤー•ディスク 


高音質ステレオと高音質マルチチヤンネル**の 
両方の情報エリアを持てるだけでなく、第ニレイ 
ヤーには CD レイヤーも持てるため、 CD プレー 
ヤーでの再生が可能となります。 


Hybrid Super Audio CD ディスク ^ 

SUPUMUC/OCD 




Q 既存の CD プレーヤーで 
巧生可能な CD レイヤー 

高密度レイヤーは次の内容で構成されます。 
a ■高音質ステレオ ** 

g ■高音質マルチチヤンネル 


記歸されるトラック数は、レイ中一によって違うこ 
とがありまず。 

** 本機はステレオ専用プレーヤーですので高音質 
マルチチャンネルエリアは再生できません。（マ 
ルチチヤンネルエリアは認識しません） 


2. 才—デイオ馆載 CD ( CDDA ) 

_n COMPACT 

抽嶋歴 

DIGITAL AUDIO 

オーディオ CD はミュージックトラックのみで構成 
されていまず。 


3. CD - R / CD-RW 

• CD-R や CD-RW の再生では/必ず T 0 C * が正しく 
記録されていることが必要です。 CD レコーダー 
では T 0 C 情報を書き込むことをファイナライ 
ズ （ Finalize ) といい、この作業が正常に完了して 
いない ディスクは、 普通の CD プレー中一 や スー 
パーオーディオ CD プレー中 一では オーディオ 
CD として正しく認識されず再生ずることができ 
ませんので十分ごま意ください。詳しくは CD レ 
コーダーの 取扱説明書をご覧ください。 

• T 0 C ( トック）とは Table Of CoMen じの略で、ディスク 
の総な数サ総再生時間などの目み情報のことです。 

• CD-RW ディスクを再生する場合、プレーヤーの 
設定を一部変更するため、オーディオ CD や CD-R 
に比べ T 0 C の読み込み(こ若干時間がかかること 
があります。 





































I ご使用の前に 


■ 設置場所 


■ ごほ用いただく電源電圧.周波数 


本機を末すくくご使巧いただくためじ、次のような±暑 
巧には設置しないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 嚴房器具など熱を発生する觸器がおい所 
• 湿気のをい巧が風通しの悪い巧 
• ほこりの多い所 
• 振動のある所 

• ぐらついた台の上や傾斜のある不安をな所 
• 窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を妨げる 
所 


放熱のため、本機を下図の通りに壁や他の機器等 
から離して設置してください。 

• アンプ等の発熱の多いものの上 

※アンプ等の発熱の多い电のの上に直接置いた場 
合、レーザー等の劣イヒの原因になります。 



• 電源電圧は、交流10 0 V をご使用ください。 

• 電源周渡数は、日 OHz 地域、または目 OHz 地域どち 
6でも使用できまず。 

■ 電源コードの取巧い 

• 濡れた手で触れないでください。 

. 電源コードは、かならずプラグを持って抜いてく 
ださい。 

コー ドを強くひっぱったり、が曲げたりします 
と、 コー ドがいたみ、感電や义雖の原因じなりま 
す。 

• お化かけ前には、かならずプラグをあ<習慣をつ 
けましよう。 


■ 上に物をのせない 

• 本機の上に物をのせないでください。 


■セツト内部の修埋 

• ま巧しまずと故障の原因じなりますのでさけて 
ください。 

• 専門知識を持つ技術者以外の方は、ピックアップ 
部分及びセツト内部の修理は行わないでくださ 
い。 


■ 使用上のま意 

• 冬、嗎房のきいた部屋の窓がくわったり水滴がつ 
いたりします。この現象を結露といいます。スー 
パーオーディオ CD プレーヤーは 、光学レンズを 
使用していますので次のような場合に結露が起 
きることがありまず。 

• 暖房開始直後の部屋 
• 湿気がをい部屋 

• 寒いところから、急に嗎かい部屋に持ち込んだ 
と含 

このようなときは、曲数の読み込みができず、プ 
レーヤーが誤動作することがありまずので3日分 
位待ってか6使用してください。 

• 本機がチューナーやテレビじ®害を与えること 
がありまず。このようなときは、チューナー皆テ 
レビとの距離を離して設置してください。 

• アナ□グまレコードに比べ非常にノイズがかな 
く、再生がはじまるまでノイズは殆ど聴き取れま 
せん。アンプのボリュームを上げずぎますと化の 
オーディオ機器を破損することがありまずので、 
ごミ主意ください。 

• パソコン用の CD - ROM や、ゲーム CD 、 ビデオ 
CD 、 DVD (ビデオ/才ーディオ）、 DTS - CD 、などは 
再をできません。 

• 市販されているレンズクリーナーは、レンズを破 
損させる恐れがありまずのでご使用じならないで 
ください。 


r —\ 
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ご使用の前に 


U モコンのほ用について 


■ リモコンにを電池を入れる 

付属のリモコンを最初にご使用じなる前に、リモコ 
ンに乾電池を入れてください。 

付属の乾電池はリモコンの動作確認用でず。 


裏ぶたをはずします。 



2 . 電池の©©を正しく入れます。 
単4電池 ( R 03) 




■ 巧電池の取 D 扱い方について 

乾電池を誤って使用ずると、液もれや破裂、腐食 

などの原因となることがありまず。じ(下のま意をよ 

く読んでご使用ください。 

• 長期間 （1 ヶ月以上）リモコンを使用しないとき 
は、電池を取り化しておいてください。 

• ちい乾電池と新しい乾電池を一緖に使用しない 
でください。 

• 乾電池のプラス©とマイナス©向きを機器の表 
示通り正しく入れてください。 

• 乾電池は同じ形状のものでも電圧の異なるもの 
がありまず。種類の違う乾電池を混ぜて使用し 
ないでください。 

• 液もれを起こしたときは、ケース内に付いた液を 
よくなき取ってから新しい電池を入れてくださ 
い。 

• 不要になった電池を廃棄ずる場合は、各地の地方 
自治団体の指示（条例）じ従って処理して < ださ 
い。 


ち部のを称 IMIH 本接続 I こ本皆巧 II お巧接続1^ぶ用曼作^困ったとき A 〔その化 
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■ リモコンの使用でをる範囲 


リモコンと本磯の操作巧能範囲は下図のとおりで 
す。 



(^巧用上のま意 

-リモコンの受光部に直射日光やインバー 
ター堂光灯などの強い光を当てないでくだ 
さい。リモコンが操作できない場合があり 
ます。 

• リモコンを操作すると、ホ外線で操作する他 
の機器を誤動作させることがありますので 
ご注意ください。 


リモコンとリモコン受信部の間に障害物が 
あると操作できません。 


リモコンの上に物を置かないでください。ボ 
タンカ綱し続けられたが態じなり、電池が消 
耗してしまうことがあります。 































!_ 各部の名祝 



SA 8003 



① POWER ON / STANDBY スイッチ 
STANDBY インジケーター 

本機の電源を ON/OFF するスイッチでず。 

12 ぺージ参照 

② «◄/◄◄( トラックスキップ/ヴーチ) 
ボタン 

12 ぺージ参照 

⑤ ►►/〜 けー チ/トラックスキップ) 
ボタン 

12 ぺージ参照 

④ A (才ープンクローズ）ボタン 

12 ぺージ参照 

⑥ ディスクトレイ 

ディスクをのせるトレイです。12ページ参照 

⑥ ►(プレイ）ボタン 

12 ぺージ参照 


⑦ ■(ストップ）ボタン 

12ぺージ参照 

⑧ H (ポーズ）ボタン 

12ページ参照 

⑨ LEVEL (へッ ドホンレベル）つまみ 

へッドホンの音量を調整するつまみでず。ちじ回ず 
とへッドホンの音量が大きくなりまず。 

⑩ PHONES (ぺッドホン）端子 

へッ ドホンを接続ずる端子でず。 へッ ドホンは標準 
プラグのものをご使用ください。 

⑩赤外線受巧部 

リモコンか6の赤外線コント□ール信号を受光しま 
ず。 

⑩ FL ディスプレイ 

8ぺージき照 


SA 7003 



® D 旧 PLAY OFF (デイスプレイオフ） 
インジケーター 

9ぺージ参只負 


@ DISC MEDIA / USB ボタン 
( SA 凯03のみ） 

19ぺージ参照 

® USB 端子 ( SA 8003のみ） 

19ぺージ参照 












































































































る部の名称 


表巧•奋 



(1)(2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 


( 10 ) ( 11 ) ( 12 ) 


RPT RNDM PROG TRK SA-CD CD M FILE USB 叫 FF REMAIN HL 


( 15 ) ( 14 ) 


( 13 ) 


(1) 1(リピート）インジケーター 

1巧リピート再生時に点のします。 

(2) RPTCJ ピート）インジケーター 

リ ピー 卜再生時に点のします。 

(3) RNDM (ランダム）インジケーター 

ランダム再生時に点のしまず。 

(4) PROG (プログラム）インジケーター 

プ□グラム再生時に点なします。 

(5) TRK (トラック）インジケーター 

再を中の巧番（トラックナンバー）などの表示の上 
に点なします。 

(6) SA - CD インジケーター 

ディ スクトレイ内のディスクの種類を表示します。 
(スーパーオーディオ CD ) 

(7) CD インジケーター 

ディスクトレイ内のディスクの種類を表示します。 
(オーディオ CD ) 


( 8 ) M FILE インジケーター 

ディスクトレイ内のディスクの種類を表示します。 
CWMA / MP 3) 

(9) USB インジケーター 

USB / iPod モードで動作しているときじ点灯しまず。 

(10) D OFF (デジタル出力 OFF ) 

斗ンジケーター 

オーディオ CD 信号のデジタル化力設定が OFF に 
設をされているときに点财します。 （^18 ページ） 

(11) REMAIN (リメイン）インジケーター 

トラックの残り再生時間を表示すると、その上に 
点なしまず。 

(12) TTL ( 卜ータルタイム）インジケーター 

総残り時間や、総プ□グラム時間を表示ずると、 
その上に点灯します。 

(13) メイン表示部 

再生するディスクの時間表示、で字情報、設走メ 
ニューなどを表示します。 


(14) iK ポーズ:一 B ま停止）インジケーター 

一時停止時(こ点财しまず。 


(15) ►(プレイ：再生）インジケーター 

再生時に点なします。 
































































































E 


モ 3 ン 


の POWER (パワ ー) ボタン 

本磯の電源を ON / OFF しまず。12ぺージ参照 



卸 


画 


回〇〇 


■Yiai*antz 




回 USB ボタン ( SA 8003のみ） 

USB メディアを使用ずるときじ押します。 

19ぺージ参照 

团 DISC ボタン ( SA 8003のみ） 

ディスクメディアを使用するときじ押しまず。 

团 FILTER (フィルター）ボタン 

本機では使用しません。 

固 PROGRAM (プログラム）ボタン 

16ぺージ参照 

固 RANDOM (ランダム）ボタン 

16ぺージ参照 

囚 CLEAR (クリア）ボタン 

17ページ参照 

困 repeatCJ ピート）ボタン 

16ぺージ参照 

图 AMS (才ートマチックミユージック 
スキヤン）ボタン 

17ページ参照 

画 MUTE (ミユート）ボタン 

マランツ製のリモコン付きアンプをご使用の場合， 
ミューティング機能の操作ができます。 

回 VOLUME (ボリューム）+ / - ボタン 

マランツ製のリモコン付きアンプをご使用の場合， 
音量調節をすることができます。 


回 ENTER ボタン 

MENU による設をのおをや USB のファイルサーチ 
でファイルを巧をずるとき等に使用します。 

回 H (ポーズ）ボタン 

12ぺージ参照 

回■(ストップ）ボタン 

12ぺージ参照 

固 MENU (メニュー設定）ボタン 

Timer Play の設を、スタートサウンドモードの設 
を ， USB setup , iPod setup を設定ずるときに巧し 
まず。 

画0-9(数字）ボタン 

12ぺージ参照 

回 ► ►(ヴーチ）ボタン 

12ぺージ参照 

画！◄◄、トラックスキップ）ボタン 

12ぺージ参照 

画►(プレイ）ボタン 

12ぺージ参照 

國 FOLDER ▲ / ▼ボタン ( SA 8003のみ） 

USB のフォルダサーチや iPod じてアルパムの還択 
のときじ使用します。 

國 INPUT (インプット）▲/▼ボタン 

マランツ製アンプをご使用の場合，インプット切り 
替えを操イ乍することができまず。ただし，旧モデル 
では対応していない場合がありまず。 


各部のを称 


國 TEXT (テキスト）ボタン 

MP 3/ WMA などのデータディスクおよび USB/iPod 
の使用時にメイン表示部を時間表示からファイル 
名またはテ丰スト表示に変更ずるときに押しまず。 
22ぺージ参照 

本機はスーパーオー T" ‘ィオ CD および才一 7 ■'ィオ 
CD の TEXT 表示には対応しておりません。 

國 TIME (タイム）ボタン 

時間表示を切替えるときに押しまず。 

16ぺージ参照 

國 D ほ PLAY (ディスプレイ）ボタン 

表示窓の点な、消なを切替えます。 

1回押ず度に表示が暗くなり、3 ◎目で表示が消え 
て DISPLAY OFF インジケー女一が点财しまず。 
電源を切っても最後に設定した状態が保持されま 
す。 

國 S . M 0 DE (サウンドモード）ボタン 

18ぺージ参照 

國 DIG . OUT (デジタルアウトオン/オフ） 
ボタン 

オーディオ CD 信号のデジタル化力の ON/OFF 
設定をするときに押します。18ぺージ参照 

固 A (才ープンクローズ）ボタン 

12ページ参照 
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る部の名称 


を面 


SA 8003 



〇 DIGITAL AUDIO OUT OPTICAL 

(がデジタル出力）端子 

再生中のオーディオ CD 信号をデジクル化力ずる光 
化力端子でず。 

13ぺージ参照 

0 DIGITAL AUDIO OUT COAXIAL 

(同卽デジタル出力）端子 

再生中のオーディオ CD 信号をデジクル化力ずる同 
軸化力端すです。13ページ参照 

〇 REMOTE CONTROL IN / OUT 

(リモートコントロール入出力）端子 

当社製晶でリモートコント□ール端子を装備した 
機種と、付属のリモート接続ケーブルで接続する 
端子でず。14ページ参照 


〇電源コード巧続端子 

付属の電源コードを使用して、ご家庭の電源コン 
セントに接続してください。 


万一の事故防止のため、本機から電源コードが 
外せる配置にしてください。 


0 EXTERNAL/INTERNAL 

(エクスターナル/インターナル） 
スイツチ 

スイッチはお買い上げ時 INTERNAL に設定されて 
いて、本磯に内蔵されているリモコン信号受光部 
を使用できまず。 

当社製□ちとが属の接続ケーブルでリモートコン 
卜□ール端すじ接続ずる場合は、スイッチを 
EXTERNAL に切り替えて使用します。 

14ぺージ参照 

0 ANALOG OUT (アナ□グ出力）端子 

再生中の音楽信号を出力する端子でず。 

11ページ参照 
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SA 7003 



































































































■昼本接続 _ 

アンプ、 CD レコーダーなどと本機を接続します。正しく接続を巧なうため、接続ずる機器の取扱説明書を 
お読みください。 

また、接続ずるときは各機器の電源をおず切ってください。 


アンプとの接続 


本機をステレオアンプや AV アンプにオーディオお続コードを使用してあ続しまず。 

接続するときはプラグを端子にしっかり差し込んで<ださい。しっかり差し込まないと雑音の原因となりま 




〔ごミち意 


アンプの PHONO 入力端子には接続しないでください。 


USB メディア/ iPod との接続 
( SA 80 的のみ） 


—ドとの接続 



iPod 付属ケーブル 


USB メディア /iPod は電源オフ時または入 
カソースが USB 化外のときに接続してくだ 
さい。電源オン状態で入カソースが USB の 
ときに USB メモリーを抜き差しすると USB 
メモリーろ巧裏れることがあります。 


1. 付属の電源コードをプレーヤーの背面の電源 
コード接続端子に差し込んでください。 



2. 電源コードをコンセントに差し込んでくださ 
い。 

3. 接続したオーディオ機器（アンプ等）の電源ス 
イッチを入れてください。その隙オーディオ 
機器のセレクトボタンは本機と接続した入力 
を選択してください。 



USB デバイスを使用するときには、 USB 延長 
ケーブルを使用しないでください。 
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!_ 昼本操作 


通常の再生のしかた 


■ プレーヤーの再生 



ぅ 

maB*amz 




? 

f 

i 

白- 6" 


( 

& 

> 

0 

t 

r 


r 1 


1 . 2 . 3 . 4 . 


1 . POWER スイツチを1秒程度押し続け、電源を 
入れます。 

ディスプレイ 


表示は "Power On " 一 TOC Reading " 一 
"No Disc " (ディスクが入っていない場合)の順 
にをわります。 

2. A ボタンを巧します。 

ディスクトレイがでてきますので、そこにレー 
ベル面を上に して、デイスクをのせます。 



シングル （8 cm ) CD は、トレイ中央のくぼ'みに 
合わせてのせてください。 

3. A ボタンを巧します。 

〔ご’注意 つ 

ディスクトレイは手で押し込まないでくださ 
い。不良の原因となります。 


4. ►ボタンを押します。 

ディスクの種類を自動的に判別し再生を始 
めます。 

ディスプレイには曲番-曲の再生経過時間 
(分、砂)が表示されます。 

. スーパーオーディオ CD / CD のハイブリッド 
ディスク （4 ページ)の場合、スタートサウン 
ドモード（一18ページ）で設定されたレイ 
ヤーが再生されます。レイヤーを変更した 
いときは S.MODE ボタンで切替えてくださ 
し、。 い U ページ) 

(例： 6曲目、経過時間2分8秒の場合） 

再生中の曲番 分砂 


► 


最後の曲の再生が終わると、自動的(こ止まります。 

再生を停止するには 

■ボクンを押します。 

ディスクを巧り出すには 

A ボクンを押してディスクトレイを開き、ディス 
クを取り化し、もう一度押して閉じます。 

本機を使わないとき、ディスクトレイは必ず閉めて 
おいてください。 

再生を一時停止するには 

II ボタンを押します。 

PAUSE インジケークーが点灯し、再生はボタンを 
押した所で…時停止されまず。再生を再開するに 
は、もう一度 H ボタンを押すか►ボタンを押しま 
ず。 



あ用曼ホ困ったときは II その化 
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〇 

可 



■ 巧巧を指定して再生する 
(ダイレクトサーチ） 

リモコンの数字ボタン (0 〜 9) で再生する曲番を指 
をしまず。 

(例） 

3曲目：数字ボタン3を押す。 

12曲目：数字ボタン 1 を押し、続けて 2 を 
押しまず。（約 1 .日秒 W 内に押し 
てください。） 


数字ボタンを巧し間違えたときは 

ディスクじない曲番を指をすると、この操作をする 
前の表示に戻ります。 

もう一度、正しい数字ボタンを押します。 

■ 前の巧や次の巧を再生ずる 
(トラックスキップ） 


再生中の曲よりおの曲を聴くには 

再生中じ本体またはリモコンの1ィィボクンを T 度 
押ずとぞの曲の頭に移りまず。 

続けて戻したい曲数分だけ本体またはリモコンの 
I ◄◄ボタンを押しまず。 



6 

6 

6 


◎ 


0 



再生中に本体のボタンを1秒程度押し続 
けるかリモコンの◄◄、►►ボタンを巧ずと、サー 
チを開始します。 

その禮本体のボタンを1秒程度巧し続け 
るかリモコンの^、►►ボタンを押すと、サーチ 
スピードを変更ずることができまず。 

サーチの速度は4段階で1 一2 一 3 一 4一 1と変 
化しまず。 

速度は4が最も速くサーチしまず。 

聴きたい部分がおづいてきた6►ボクンを押して 
ください。 

〔ご注意 つ 

サーチ操作中に音声は出力されません。 


聴またい部分を再生する(サーチ) 


聴またい巧 （ トラック）を再生する 



再生中の曲より後の曲を聴くには 

進めたい曲数分だけ本体またはリモコンのボ 
クンを押しまず。 









































































































































応用接続 


デジタルオーデイオ機器との接続 


本磯はデジタル出力端子を OPT に AU 光）' COAXIAU 同軸)を1あ統装備しています。 

本磯と CD レコーダーなどのデジタル録音機器をあ続すると，デジタル録音がお楽しみいただけます。 


〔ごミ主意 


DIGITAL AUDIO OUT 端子 ( OPT .、 COAX .) う、らはオーディオ CD またはスーパーオーディオ CD の CD レイヤー再生時のときのみ出力されます。その他メディア再生時のときは出力されません。 


■ OPTKAU が）出力端子を接続ずる I COAXIAL (同軸）出力端子を接続する 

市おの光デジタルあ綺ケーブルを使用しまず。プラグがカチッと音がするまで巧実に差し込んでください。巿おの同軸デジタル接続ケーブルを使用しまず。 
光デジタル接続ケーブルは巧 y 巧げたり.束ねた y しないで<ださい。 
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CD レコーダー、 MD デッキ、 AV アンプなど 


CD レコーダー、 MD デッキ、 AV アンプなど 


同軸デジタル接続ケーブル怖販） 
- h . :信号の流れ 



@ 


各部つを称 二 H 本径続 一を本操た 



応用操作〕一-たとき A 〔その化 
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応用接続 


モートコント□—ル端子 


が属のリモートコント□ールケープルを使って、本機を化のマランツ製オーディオ機器に巧統ずると，シ 
ステムとして接続した機器をリモートコント□-ルできます。 

• リモートセンサーを搭載してし巧機器と巧続するとき，本機の " REMOTE CONTROL IN " と接綺する機器 
の " REMOTE CONTROL OUT " 端子をお綺してください。 

このとも本機のスイッチを" EXTERNAL " じ設をしてください。本機のリモコン赤外線受光部が動■(乍しな 
くなりぶ続した機器のリモコンホか緑受光部を通して操作ずることができます。 
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タイマープレイ 


本機では市販の外部オーディオタイマーと連動したタイマープレイができます。 

國のように本機の電源コードをオーディオタイマーの電源ソケットに差し込んでください。 

《オーディオタイマーへの接続、および操作についてはオーディオタイマーの取扱説明書を参照してくださ 
い。 


































































































































■ タイマープレイの設定 

タイマープレイの設をの階層下は下のとおりで 
す。 


Timer Play — i — Off 

.----{ SA 8003).. 

1— On 

CD / SA-CD : 


：1 — USB - File Sel ： 


SA7003 



1. ド0\/7[8スイッチを1秒程度押し続け、電源を 
入れます。 

2 . リモコンの MENU ボタンを押します。 

3 . 表示部に " TIMER PLAY => "を表示させ、リモコ 
ンの ENTER ボタンを押します。 

4. I ◄◄、►►ボタンで"2 ON " を表示させ、リ モコ 
ンの ENTER ボタンを押します。 

5 . リモコンの MENU ボタンを押し、設定を終了 
します。 

6. 再をするディスクを本機に挿入します。 

7 . 才ーディオタイマーを設定します。 


SA8003 



1. POWER スイッチを1秒程度押し続け、電源を 
入れます。 

2 . りモコンの MENU ボタンを押します。 

3 . 表示部に" TIMER PLAY => "を表示させ、リモコ 
ンの ENTER ボタンを押します。 

4. I ィィ、 ボタンで "2 ON " を表示させ、リ モコ 
ンの ENTER ボタンを押します。 

5 . ディスクメディアをタイマープレイで再生す 
る場合は 、I ィィ、 ボタンで"1 CD / SA - CD " を 
表示させ、リモコンの ENTER ボタンを押しま 
す。 

6. ディアをタイマープレイで再生する場 
合は、 I ィィ、 ボタンで"2 USB " を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを押します。 

USBy ディアを選択した場合、タイマープレ 
イ時に再生する曲を選択することができま 
す。選択方法は USB ^ディアの選曲方法 

21 ページ)を参照ください。 

7 . リモコンの MENU ボタンを押し、設定を終了 
します。 

8. ディスクメディアを選択した場合、再をする 
ディスクを本機に挿入します。 

9 -オーディオタイマーを設定します。 


応用接続 


ごミ主意 

•本機がリピートモード、ランダムモードのと 
きはメニュー設定に入ることができません。 

• タイマープレイで USB を選択した場合はあ 
らかじめ USB ^ディアを本機に接続してく 
ださい。 
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応用操作 ( CD 操作) 



リモコンの TIME ボタンを押しまず。 

TIME ボタンを押すごとに時間表示は下記の順に変 
わりまず。 

曲の経過時間一 ► 曲の残り時間 


t 総巧り時間 



• 曲の残り時間 

(再生している所から、その曲の最後までの再生 
残量時間） 

" REMAIN " を表示 


► 


• 総残り時間 

(再生している所から、最後の曲までの総再生残 
量時間） 

"REMAIN TTL ’’ を表示 


っ [ 圓 TTL' 


リモコンの REPEAT ボクンを押すごとに下記の順 
に切り替わりまず。 


OFF 



■ 1巧だけを繰0返し聴< 

(1 巧リピート） 

リピート OFF 時リモコンの REPEAT ボタンを T ◎ 
押しまず。 

" r " RPT " インジケーターが点なし、その曲を觸リ返 
し再生しまず。 


通ちの再生に戻るには 

リモコンの REPEAT ボクンを2 ◎押しまず。" 1" 
" RPT " インジケーターが消えて、リピートモードは 
解除され、通常の再生に戻りまず。 

また、 ■ ボクンを押して再生を停止するとリピート 
モードは解除されまず。 

■ を巧を繰0返し聴 < (を巧リピート） 

リピート OFF 時リモコンの REPEAT ボタンを2回 
押すと" RPT " インジケークーが点灯し、全曲を繰り 
返し再生します。 


総残り時間の時は Track 表示はされません。 通常の再生に戻るには 

リモコンの REPEAT ボタンを1回押しまず。 " RPT " 
インジケーターが消えてリピートモードは解除さ 
れ、通常の再生に房ります。 

また、 ■ ボクンを押して再生を停止ずるとリピート 
モードは解除されます。 


ごま意 

リピート再生の設定中はランダム再生 、 AMS 
再生を行なうことはできません。 
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順不同で巧を再生する(ランダム再生) 



停止中にリモコンの RANDOM ボクンを押し、続い 
て►ボクンを押すと、自動的に曲順を並び変えて、 
全曲を順不同（ランダム）じ再生しまず。 

このとき、表示部の" RNDM " (ランダム）インジケー 
クーが点灯します。 

〔ご注意 つ 

ランダム再生の設定中はリピート再生 、 AMS 
再生を行なうことはできません。 


巧を巧をな順巧で聴く 
(プログラム再生） 



曲を好きな順番に並べ替えて聴くことができまず。 
最大24曲まで再生する曲をプ□グラムできまず。 


• ランダム再生中に本体またはリモコンのボ 
タンを押ずと、押ずたびに本機が並べ変えた曲に 
移り、再生を始めます。 

• ランダム再生中に本体の I イイ/イイ、 ►►/►►! ボタ 
ンを押し続けるかリモコンの►►ボタンを 
押ずと、再生中の曲内をサーチします。 


ランダム再生を止めて、通常再生に戻すには 

■ボクンを押し、再生を停止した状態で RANDOM 
ボタンを押しまず。 

" RNDM " (ランダム）インジケー女一が消えて、ラン 
ダム再生が解除されます。 


1 . 停止状態でリモ〕ンの PROGRAM ボタンを押 
すと、 " PROG " インジケーターが点灯しプログ 
ラムモードに入ります。 


点灯 

巧 

曲 SA-CD 

::: … 









2 . リモコンの数字ボタンでプログラムする曲を 
選びます。 

(例：15曲目を最初に選び、15曲目の再生時 
間が4分30秒の場合） 

点灯 


巧曲 SA-CD 

V_ 

T1 

fl 

プログラ A 1曲目 



















































































3 . 続いて希望の曲を 2 .の手順を繰り返してプロ 
グラムします。最大で24曲までプログラムで 
きます。 

(例： 7巧目を遇び、15曲目と7曲目の総ち生 
時間が7分50巧の場合） 


総プログラム致プログラムした曲の 
総再生時間 

4 . ►ボタンを巧すと、プログラムした順番に再生 
します。 

〔ご’注意 つ 

PROG 表示中はリピート再生、ランダム再生、 
AMS 再生を行なうことはできません。 


プログラム内容をを更するには 



プログラムした曲を取り消すには 

1 . 停止中、プログラムがあるとき （" PROG " が点 
灯中）に CLEAR ボタンを押します。 

2 . CLEAR ボタンを押す度に、プログラムした曲 
の最後の曲から順番に取り消されます。 

プログラム全体を沿'すには 

プ□グラム再生中は、 ■ ボタンを2回押します。 

停止中は ■ ボクンを1回押します。 

A ボクンを押してディスクトレイを開けても、プ 

□グラムは消えます。 

プログラムの追加をする場合 

プ□グラムが残っている場合の停止状態 (" PROG " 

が点なしている状態）にプ□グラムを最後の曲の後 

に追加することができます。 

プログラムで曲を選ぶとき、次のことがらに 

ま意してください。 

• 総曲数が1日曲 W 上のディスクで、数字ボクンで] 
〜9曲目を選ぶ場合、例えば1曲目の後、3曲目を 
プ□グラムする場合なら1を押し、プ□グラムが 
磕をした後、3を押してください。確定されると 
タイムが更新されます。 

• また10曲目 W 降を選ぶ塌合、例えば13曲目なら 
1を押した後、およそ] .5 秒た i 内に3を押してくだ 
さい。 

• 総曲数が日曲 W 内のディスクで、数字ボクンで曲 
を選ぶ場合、例えば4曲目の後日曲目をプ□グラ 
ムする塌含な64を押した後、プ□グラムが磕走 
してから5を押してくだきい。 


聴きたい巧を探す ( AMS 再生) 


応用操作 ( CD 操作) 



聴きたい曲を探ずときに便利な機能でず。 

停止中、 AMS ボタンを押すと PLAY インジケーター 
"►"が点滅し、1曲目からディスク全曲の最初の10 
秒間を次々に再生しまず。 

また、再生中に AMS ボタンを押ずと、 PLAY イン 
ジケークー"ド’が点減し、表示時間が約1日秒耀過 
したら次のトラックにとびます。 



聴きたい曲が見つかったらもう一度 AMS ボタンま 
たは►ボクンを押しまず。 PLAY インジケークー‘ 

が点灯(こ変わり、その曲降を通常再生します。 

〔ご注意 ) 

プロダラム中の AMS 再生はできません。 



17 






























































応用操作 ( CD 操作） 


サウンドモード 

(スーパーオーデイオ CD) の切替え 


■ スタートサウンドモードの切 D 替え 

スクートサウンドモードの切り替えの階置は下記の 
とおりです。 


SA-CD Mode 


て 


SA-CD (お巧時設定） 
I 

CD 


W Q C-) II 
を 



2 . … 


3 . 


ん 


5 . 


停止状態でリモコンの MENU ボタンを押しま 
す。 

、ボタンで" SA-CD Mo か =>"を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 
SA - CD 層を読み込みたいとを、ボタ 
ンで "1SA-CD" を表示させ、リモコンの ENTER 
ボタンを押します。 

CD 層を読み込みたいとき、 HM 、 ►►■ボタンで 
"2 CD" を表テ、させ、リモコンの ENTER ボタン 
を押します。 

リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 
します。 


ごま意 


本機がリピートモード、ランダムモードのと 
きメニュー設定に入ることはできません。 


スタートサウンドモードを CD に選択してみ&> 

場合 

• このとき、スーパーオーディオ CD の八イブリツ 
ドレイヤー-ディスクを挿入すると CD 層を読み 
込みます。 

• リモコンの S.MODE ボクンを押してもサウンド 
モードの切り替えはできません。 

• スーパーオーディオ CD エリアのみのディスクを 
挿入した墙合は、スーパーオー T " ‘ィオ CD 層を読 
み込みます 0 

スタートサウンドモードをス ー/ 《ーオーディオ 

のに選択している場合(初期が獻 

• このとき、スーパーオーディオ CD の八イブリツ 
ドレイヤー-ディスクを挿入するとスーパーオー 
ディオ CD 層を読み込みます。 

• リモコンの S.MODE ボタンを押ずと、 CD 層に切 
り替えることができます。 

• 再度、リモコンの S.MODE ボタンを押すと、スー 
パーオーディオ CD 層に戻ります。 


を部のを称^:呈本接続 II 兰本皆巧二た用接続困ったときは II その化 
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■ 八イブ U ッドレイヤーディスクの切 
0替え 

スタートサウンドモードを" SA - CD " じ設定して<ださ 
い。お買しなげ時の設をは" SA - CD " になっています。 



1 . 停止中のとき tMODE ボタンを押します。 

現在選択しているレイヤーまたはエリアが 
ディスプレイに表示されます。 （ CD、Super 
Audio CD ) 

更に S.MODE ボタンを巧すと新しいレイヤー 
またはエリアへ切り替わります。 

. レイヤーまたはエリアを切り替えると新た 
に TOC の読み取りをおこないます。 

. オーディオ CD 、 WMA 、 MP 3 ディスクおよび 
スー/ オーディオ CD エリアのみのディ 
スクのときは切り替えがでをません。 

-ハイブリッドレイヤーディスクでは夕のよ 
うに切り替わります。 

スーパー オーディオ CD ステレオエリア 

it 

CD レイヤー 

2 . 再生中のとき S.MODE ボタンを押します。 
現在選択しているレイヤーまたはエリアが 
ディスプレイに表示されます。に D、Super 
Audio CD ) 

更に S.MODE ボタンを押すと再生は停止し、新 
しいレイヤーまたはエリアへ切り替わります。 
そのエリアで聴きたい場合は、再度►ボタンを 
押すと再生を開始します。 


デジタル出力を設定する 


設定はリモコンで操作可能でず。 

また電源を切っても保持されますので、常にお好み 
の状態で再生を楽しむことができまず。 

再び設をを変更するには同じ操作で蛮要します。 
設定は停止中のとき変更できます。 

■ 才ーデイオ CD またはスーパーオー 
デイオ CD の CD レイヤー再を時 



デジタル出カオフ （D に. OUT OFF ) 操作 

停止中のとき DIG . OUT ボタンを押す度(こ、オン/ 
オフが觸リ返され、デジタル化力 OFF 時にはディ 
スプレイに" DOFF " が点なしまず。 

• デジタル化力を使用しない場合、デジタル化力 
OFF にずると、より良い音質で薬しむことができ 
ます。 


〔ごま意 

デジタル出力はオーディオ CD またはスーパー 
ホーディホ CD の CD レイヤー再生時のとき 
のみ出力されます。 

その他メディア再生時のときは出力されませ 
ん〇 

デジタル出カオフは、ラストメモリー機能を 
持っています。ディスクの交換や電源を切っ 
ても設定を記憶し、変更されません。 





































































! 応用操作 （USB / iPod 操作）- SA 8003 - 


通常再生のしかた 




maraniz 



ち 

〇 

rrt て 


6 

_ 6 
をを 



I 

_目一 


n — H 


2.1 .目 3. 4. 



1. USBy ディアをフロントパネルの USB 端子に 
差し込んでください。 

2 . POWER スイッチを1秒程度押し続け、電源を 
入れます。 


表示は "Power On " ^ "TOC Reading " 一 
"No Disc " (ディスクが入っていない場合)の順 
に変わります。 


USB y ディアのファイル情報の取得が完了す 
ると、が下の表示に変わります。 




USS 



... : .... ， 


t f f 


T T T 

フオルダ番号ファイル番号ファイル名 

C ごま意 ） 

USB メディアう 3' 接続されていない場合、表示 
は‘‘ USB 民 eading ’’^" USB " の順に変わります。 



脚 


5 - ►ボタンを押します。 

メニユー内で選択されたファイル情報が表示 
され、時間情報を表示されます。 


フオルダ番号ファイル番号時間表不 


1000曲を超えた場合が下の表示に変更されます。 



ファイル数 時間表示 


3. フロントパネルの DISC MEDIA/USB ボタン、 
またはリモコンの USB ボタンを押します。 


再生を停止するには 

■ボタンを押しまず。 


4 . USB y ディアを検出するとな下の表示を行い 
ます。 



再生を一時停止するには 

II ボタンを押します。 

PAUSE インジケーター"■■"が点财し、再生はボタン 
を押した所で一時停止しまず。 

再生を再開するには、再度 II ボタンを押すか、►ボ 
タンを押します。 


〔アドバイス 


USB メディ ア / iPod を再生する際、最大で8 
段階、700 フォルダ、 65,535 ファイル まで再生 
することができます。 

マランツ 製品から iPod のイコライザを操作 
することはできません。本機に iPod を接続 
する前に、 iPod のイコライザを「オフ」に設定 
することをお勧めします。 

iPod Touch を接続する際は必、ず iPod Touch の 
ロック解除をしてください。 

Podcast のランダム再生は行えません。 
iTunes 上の曲のホプシヨン（イコライザなど） 
は誤動作する場合や、設定が反映されない場 
合があるので行わないでください。 

iPod を接続して使用中に今までと異なる動 
作をするようになった場合は、 iPod 本体のリ 
セットをして、ご使用ください。 

接続する iPod の機種によっては、一部動作が 
異なる場合があります。 


画繰り返し聴く（リピート再生） 

1巧リピートまたはを巧リピートで再をすることが 
できます。 


《 DISPUW 》 肿 MMM》PANBOMj 




@ 


■REPEAT 


リモコンの REPEAT ボタンを押すごとに、下記の 
順で切り曽りまず。 

OFF - ► 1 


ALL 


►ボクンを押ずと、違択したリピート再生を開始し 
ます。 （1 目ページ参照） 

〔ァドバィス ） 

リピート再生するとき、フォルダ内の巧をリ 
ピート再生するか、または USB メディアにあ 
る全曲をリピート再生するかを指定すること 
ができます。 （21 ページ參照） 


■ 順不同で巧を再生する 
(ランダム再生） 

ランダムじ再をずることができまず。 



RANDOM 


停止中にリモコンの RANDOM ボタンを押ずごと 
に , ON 一 OFF の順に切り替りまず。 

ON を選択したときに►ボタンを巧すと，ランダム 
再生を扇始しまず。 （1 日ページ参照） 


( アドバイス 


ランダム再生するとき、フォルダ内の巧をラ 
ンダム再生するう、、または USB ^ディアにあ 
る全曲をランダム再生するかを指定すること 
ができます。 （22 ページ参照） 


■ 聴をたい巧を探す ( AMS 再生） 

先頭から順番に10秒域こ再生ずることができます。 
リモコンの AMS ボクンを押ずと、自動的に再生開 
始しまず。 （17 ページ参照） 


-AMS 


【アドバイス 


AMS 再生するとき、フォルダ内の曲を AMS 
再生するか、または USB メディアにある全曲 
を AMS 再生するかを指定することができま 
す。 （22 ページ参照） 


を部のを称 基本接続 
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別のフォルダに入つているファイル 
を選択する 



2 . 


3. 


1. リモコンの FOLDER ▲/ ▼ボタンを押すと、現 
在のフォルダ番号とフォルダ名が表示されま 
す。選曲したい曲が入っているフォルダを探 
します。 

2 . 選曲したい曲が入っているフォルダ名が表示 
されているとき、リモコンの ENTER ボタンを 
押すと、フォルダ内にある先頭のファイルをが 
表巧されます。 

3. 選曲したい曲を I ィィ、ボタンで選択し、 
PLAY ボタンを押すと、選曲を確定し、再生を 
行います。 


〇 


1-JI 



巧番を指定して再生する 
(ダイレクトサーチ） 

9) で再をする曲番を指 


リモコンの数字ボタン (0 
をします。 

(例） 

3曲目 
12曲目 


数字ボクン 3 を押す。 

数字ボタン 1 を押し、続けて 2 を 
押しまず。（約].日秒以内に押し 
てください。） 


なきボタンを巧し巧違えたときは 

存ちしない曲番を指定すると、この操作をずる前 
の表示じ戻りまず。 

もう一度、正しい数字ボタンを押します。 


応用操作 ( USB 操作）一 SA 8003 - 


聴をたい巧 （ トラック）を再生する 



応用接続 


三本鸟作 


その他 

_ J 


%のを称一 IH 本接続 
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■ 前の巧や次の巧を再をずる 
(トラックスキップ） 

再生中の曲より後の曲を聴くには 

進めたい曲数かだけ本体またはリモコンのボ 
クンを押しまず。 


再を中の曲よりおの曲を聴くには 

再生中に本体またはリモコンの I ◄◄ボタンを]度 
押すとその曲の頭に移ります。 

続けて房したい曲数分だけ本体またはリモコンの 
I ◄◄ボタンを押します。 


〇 

可 



再生中に本体のボタンを1秒程度押し続 
けるかリモコンの◄◄、►►ボタンを押すと、サー 
チを開始します。 

その禮本体のボタンを1秒程度押し続け 
るかリモコンの ►► ボタンを押ずとサーチス 
ピードを変更ずることができまず。 

サーチの速度は US 目は4段階で1 一2 一 3 一 4 
一1と変化しまず。 

速度は4が最も速くサーチします。 
iPod は1段階のみでず。 

聴きたい部分が近づいてきた6►ボクンを押して 
ください。 

〔ごま意 ) 


聴またい部分を再生する(サーチ) 



サーチ操作中に音声は出力されません。 















































































































USB メディアの操作 


USB メディアの操作の階層下は下記のとおりです。 


USB Setup —— File Info —|—1 File Name* 


— 2 Title 

— 3 Artist 
——4 Album 
——5 Time 


— Range Spec -i — Play - 1 —i All* 

L 2 Folder 


— AMS ——「 1 All* 

L 2 Folder 


— Random -i—1 All* 

L 2 Folder 


一 Repeat — i—1 All* 

L 2 Folder 


— Direct Sel1 All* 

L 2 Folder 


' — Resume — . — iOff* 
I — 2 On 

iPod Setup — I — Database 
— File Info 

' — Resume — i — 1Off* 
I — 2 On 


出荷時の設定です 


■ 前回停止してたところか 6 再ををす 
る（レジューム再生） 



1 ■ リモコンの MENU ボタンを押します。 

2. ボタンで 、 "USB Setup => "また 
は " iPod Setup => "を表示させ、リモコンの 
ENTER ボタンを押します。 

3. I ィィ、 ボタンで、 "Resum に >"を表示させ、 
リモ〕ンの ENTER ボタンを押します。 

4. レジューム再生を行ないたい場合は、 
■◄◄、 ►►! ボタンで、"2 On " を表示させ、リモコ 
ンの ENTER ボタンを押します。 

レジューム再生を行わない場合は、!◄◄、 ►►! 
ボタンで、"1 Off " を表示させ、リモコンの 
ENTER ボタンを押します。 

5. リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 
します。 

ご‘注意 つ 

. レジューム再生は、同一の USB メディアを 
挿入したときのみ有効となります。異なる 
USB メディアを挿入した場合は、先頭にある 
ファイルから再生します。 

• 同一の USB メディアで、ファイルを追加、ま 
たは削隙した場合は、希望する巧からの再生 
力 s 行なえない場合もあります。 

• iPod でのレジューム再生は、再生していた巧 
の先頭から再生されます。 


■ 聴をたい巧を再生する 

聴きたい曲を選ぶとき、フォルダ内のトラック番号 
で選曲ずるか、または USB メディアにある全曲か 
6 直接選曲するかを指をすることができまず。 



1 . 

2. 

3- 

ん 

5. 


6 . 


リモコンの MENU ボタンを押します。 

►►I ボタンで、 "USBSet 叩=>"を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

I ィィ、ボタンで、 "Range Spe に >"を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

ボタンで、 "Direct Sel => "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

フォルダ内のトラツク番号で選曲する場合 
は 、I ィィ、ボタンで、"2 Folder " を表示させ、 
リモ〕ンの ENTER ボタンを押します。 

USB ;^ ディアにある全曲から直接選曲する場 
合は、 I ィィ、ボタンで、"1 ALL " を表示させ、 
リモ〕ンの ENTER ボタンを押します。 
リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 
します。 


■繰り返し昭く（リピート再生） 

リピート再生ずるとき，フォルダ内の巧をリピート 
再生するか，または USB メディアじあるを巧をリ 
ピート再たずるかを指をすることができまず。 

@ ろ III 1 


III 6. 

1. リモコンの MENU ボタンを押します。 

2. I ィィ、 ► w ボタンで 、 "USB Setup => "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

3. I ィィ、ボタンで、 "Range Spec => "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

4. I ィィ、ボタンで、 " Repeat =>" を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを押します。 

5. フオルダ内の曲をリピート再生したい場合 
は、!◄◄、ボタンで、"2 Folder " を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを押します。 

USB メディアにある全曲をリピート再生した 
し、場合は、ボタンで、"1 ALL " を表示 
させ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

6. リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 
します。 



応用操作 ( USB 操作）一 SA 8003 - 
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応用操作 ( USB 操作）一 SA 8003 - 


■ 昭をたい巧を探す ( AMS 再ち） 

AMS 再をするとき，フォルダ巧の巧を AMS 再を 
するか、または USB メディアにある全曲を AMS 
再生するかを指をすることができまず。 



1. リモコンの MENU ボタンを巧します。 

2. I ィィ、 ボタンで、 "USBSetup 。 "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

3. I ィィ、 ►►1ボタンで、 "Range Sp«=> "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

4. I ィィ、 ボタンで、" AMS=> "を表示させ、リ 
モコンの ENTER ボタンを巧します。 

5. フォルダ巧の曲を AMS 再生したい場合は、 

I ィィ、 ボタンで、" 2 Folder" を表示させ、リ 
モコンの ENTER ボタンを押します。 

USB メディアにある全曲を AMS 再生したい場 
合は、 I ィィ、 ボタンで、" 1 ALL" を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを押します。 

6. リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 
します。 


■ 順不同で巧を再生する 
(ランダム再生） 

ランダム再生ずるとき、フオルダ内の巧をランダム 
再生するか、または USB メディアじある全曲をラ 
ンダム再生するかを指をすることができまず。 



1 ■ リモコンの MENU ボタンを押します。 

2. I ィィ、 ボタンで、 "USBSetup=> "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを巧します。 

3. I ィィ、 ボタンで、 Range Spe に >"を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

4. I ィィ、 ボタンで、 "Random=> "を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを巧します。 

5. フォルダ内の曲をランダム再生したい場合 
は、!◄◄、ボタンで、" 2 Folder" を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを押します。 

USB y ディアにある全曲をランダム再生した 
い場合は、I ィィ、 ボタンで、" 1 ALL" を表示 
させ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

6. リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 
します。 
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■ ファイル情報表示の選択 

USB メディアの場合、 MP3 等のタグ情報を各ファ 
イル再生時に表示することができます。 


5. リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 

します。 

-通常再生時にリモコンの TEXT ボタンを押 
すと、選択されているファイル情報が表示 
されます。 

. 表示中に再度リモコンの TEXT ボタンを押 
すと、曲をが表示されます。選択されてい 
るファイル情報が曲名の場合、アーティス 
卜をが表示されます。 

. 表示中にリモコンの TEXT ボタンを押すと、 
曲名^アーティスト名^アルバム名^曲名 
と表示が変わります。 


1 . リモコンの MENU ボタンを押します。 

2. I ◄ ィ、 ボタンで、 "USB Setup=>" を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

3. I ◄ ィ、 ボタンで、 "File lnfo=> "を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを押します。 

4. ファイル名を表示したい場合は、I ィィ、ボ 
タンで、"！ File Name" を表示させ、リモコンの 
ENTER ボタンを押します。 

曲名を表示したい場合は、 I ◄◄、►►しボタンで、 
"2 Title" を表示させ、リモコンの ENTER ボタ 
ンを押します。 

アーティストをを表示したい場合は、 
ボタンで、" 3 Artist" を表示させ、リモ 
コンの ENTER ボタンを押します。 

アルバム名を表示したい場合は、ボ 
タンで、" 4 Album" を表示させ、リモコンの 
ENTER ボタンを押します。 

ファイル情報を表示せずに常に時間情報を表 
示したし、場合は、 I ◄◄、►►ボタンで、" 5 Time" 
を表示させ、リモコンの ENTER ボタンを押し 
ます。 






























































iPod の操作 


iPod の操作の階層下は下記のとおりでず。 


iPod Setup- 


.Database - 


• File Info - 




. Resume- 


1 Album* 

2 Artist 

3 Genre 

4 Track 

1 Title* 

2 Artist 
— 3 Album 

4 Time 
1Off* 

2 On 


，出荷時の設定です 


■ iPod のデータべースの選択 



1 ■ リモコンの MENU ボタンを押します。 

2. ボタンで、 "iPod Setup => "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

3. I イイ、 ボタンで、 " Database => "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 


4. アルバム名で再生するアルバムを選択する場 
合は、 I ィィ、 ►►I ボタンで、"1 Album " を表示さ 
せ、リモコンの ENTER を押します。 

アーティスト名絞り込みを行った後で、 album 
と同様の選択又は選択されたアーティスト全 
体を再生したい場合は、 I ◄◄、►►ボタンで、"2 
A け ist " を表示させ、リモコンの ENTER を押し 
ます。 

ジャン;レで絞り込みを行った後で、 a け iSt と同 
様の選択を行いたい場合は、I ィィ、 ボタン 
で、"3 Genre " を表示させ、リモコンの ENTER 
を押します。 

データベースを使巧しないで再生を行いたい 
場合は、 I ◄◄、►►ボタンで、"4 Track " を表示さ 
せ、リモコンの ENTER を押します。 


5. リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 
します。 


ご‘注意 

各データベースでの使用方法はお持ちの iPod 
の取扱説明を参照してください。 


応用操作 ( USB 操作）一 SA 8003 


別のアーテイストの巧を選択 



iPod のデークベースとしてアーティストが選択さ 
れている場合 

1. FOLDER ▲/▼ボタンを押して、選択したいアー 
ティストを探します。 

リモコンの CLEAR ボタンを押すと、選択中の 
アーティストが解除されます。 

2. 選択したいアーティストが表示されていると 
き、リモコンの ENTER ボタンを押すと、" All 

Album " またはアルバムるまたはトラックるが 

表示されます。 

(All Album から選択） 

3. このとき、リモコンの ENTER ボタンを押すと、 
アーティスト内にある先頭の曲名が表示され 
ます。 

選択したい曲をボタンで選択し、 
PLAY ボタンを押すと、選曲を確定し、再生を 
行ないます。 


ん 


ヴルバムから選択) 

义 


ん 


このとき、リモコンの FOLDER ▲/▼ボタンを 
押すと、アーティストのアルバムをが表示され 
ます。 

FOLDER ▲/ ▼ボタンを押して、選択したいア 
ルバムを探します。 


5. 選択したいアーティストが表示されていると 
き、リモコンの ENTER ボタンを押すと、アルバ 
ム内にある先頭の曲名が表示されます。 

6. 選択したい曲をI ィィ、ボタンで選択し、 
PLAY ボタンを押すと、選曲を確定し、再生を 
行ないます。 

( ァドバィス ) 

アルバムまたは曲を選択するとき、リモコン 
の〇〜9キーでも選択することができます。 

各データベースでの使巧方法はお持ちの iPod 
の 取扱説明を参照 してください。 
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応用操作 （USB 操作）一 SA8003 — 


■ 別のジャンルの巧を選択 



iPod のデータべースとしてジャンルが違択されて 

いる場含 

1 ■ リモコンの FOLDER ▲/▼ ボタンを押して、選 
択したいジャンルを表示させます0 
リモコンの CLEAR ボタンを押すと、現在選択 
作業中のデータベースが解除されます。選択 
作業中のデータベースが解除された場合は、現 
在選択されているトラックが表示されます。 

2. 選択したいジャンルが表示されているとき 
に、リモコンの ENTER ボタンを押すと、" All 
Artist" または アーティスト 名が表示されます。 

3- リモコンの FOLDER ▲/ ▼ボタンを押して 
All A け ist" またはアーティスト名を選択し、 
ENTER ボタンを押すと、 "All Album" またはア 
ルバムをが表示されます。 

(All Album から選択） 

4. All Album" を選択し ENTER ボタンを押す 

と、選択したアーティスト内にある先頭の曲 
をが表示されます。 

( アルバムから選択） 

4. アルノ くムをを選択し ENTER ボタンを押すと、 
選択したアルバム内にある先頭の曲名が表示 
されます。 

5. 選択したい曲をI ィィ、ボタンで選択し、 
PLAY ボタンを押すと、選曲を確定し、再生を 
行ないます。 


■ 別のアルバムに入つている巧を選が 



iPod のデータベースとしてアルバムが選がされて 

し''る場合 

1. リモコンの FOLDER ▲/ ▼ボタンを巧すと、現 
なのアルバム名が表示されます。 FOLDER 
▲/ ▼ボタンを巧して、選択したいアルバムを 
探します。 

2. 選択したいアルバムが表示されているとき、 
リモコンの ENTER ボタンを巧すと、アルバム 
巧にある先頭の曲名が表示されます。 

3. 選択したい曲を I イイ、 ボタンで選択し、 
PLAY ボタンを巧すと、選曲を確定し、再生を 
行ないます。 

(ァドバイス つ 

アルバムまたは曲を選択するとき、 リモコン 
の 日〜 9キーでも選がすることができます。 
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ファイル情報表示の選択 


III 


•TEXT 





iPod の場合、ファイル情報をファイル再を時に表 
示することができまず。 

1 ■ リモコンの MENU ボタンを押します。 

2. I ィィ、 ボタンで、 "iPod Setup=> "を表示さ 
せ、リモコンの ENTER ボタンを押します。 

3. I ィィ、 ボタンで、 "File lnfo=> "を表示させ、 
リモコンの ENTER ボタンを押します。 

4. 曲名を表示したい場合は、I◄◄、►►しボタンで、 
1 Title" を表示させ、リモコンの ENTER ボタ 
ンを押します。 

アーティスト名を表示したい場合は、 
■◄◄、ボタンで、" 2 Artist" を表示させ、リモ 
コンの ENTER ボタンを押します。 

アルバム名を表示したい場合は、ボ 
タンで、" 3 Album" を表示させ、リモコンの 
ENTER ボタンを押します。 

ファイル情報を表示せずに常に時間情報を表 
示したし、場合は、ボタンで、" 4 Time" 
を表示させ、リモコンの ENTER ボタンを押し 
ます。 


5. リモコンの MENU ボタンを押して設定を終了 

します。 

-通常再生時にリモコンの TEXT ボタンを押 
すと、選択されているファイル情報が表示 
されます。 

. 表示中に再度リモコンの TEXT ボタンを押 
すと、曲をが表示されます。選択されてい 
るファイル情報が曲名の場合、アーティス 
卜をが表示されます。 

. 表示中にリモコンの TEXT ボタンを押すと、 
曲名^アーティスト名^アルバム名^曲名 
と表示が変わります。 


2 3 4 2 3 4 













































































現象 

原因 

処置 


本機とリモコン間の距離が遠 
ずぎる。 

本機におづいて、操作範囲内で操作してく 
ださい。（一目ページ） 


本機とリモコン間に障害物が 
ある。 

障害物を取 y 除いてください。 

(一6ぺージ） 

リモコン操作ができない 

リモコンの電池が切れてい 
る。 

電池を全て新しいものに取り替えてくだき 
し、（一6ページ） 


本機の受光窓に強い光が当 
たっている 0 

受光窓に強い光が当たらないようじしてく 
ださい。（^目ぺージ） 


禮面の REMOTE CONTROL 
スイ、ソチが EXTERNAL 側じ 
なっている 0 

本機を単独で使用する場含、スイッチを 
INTERNAL 側じしてください。 

(一14ぺージ） 


ディスクが裏表さかさまじ 
人っている。 

ディスクを正しく栗せてください。 

卜12ぺージ） 

CD - R / CD - RW ディスク 
が再生できない 

記録されている情報が音楽用 
( CD - DA ) フォーマツトでは 
ない。または MP 3 /WMA 
ファイルが正しく記録されて 
いない。 

本機に対応した正しい情報を記録してくだ 
さい。（^27、30ページ） 

SA - CD 八ィブリッド 
ディスクのサウンドモー 
ドが切り替わらない 

スクートサウンドモードを 
CD に選択している。 

スタートサウンドモードをスーパーオー 
ディオ CD に選択してください。 

(一18ぺージ） 


現象 

原因 

処置 


電源プラグがコンセントから 
抜けている。 

電源プラグをコンセントじ差し込んでくだ 
さい。 （^11 ページ） 


本機の電源が入っていない。 

本機の電源をオン(こしてください。 

(一12ページ） 

ディスクが回らない 

ディスクが正しい位置に入っ 
ていない。 

ディスクを正しく栗せてください。 

(一12ページ） 


ディスクが裏表さかさまじ 
入っている。（ディスクの印 
用晒が下になっている） 

ディスクを正しく栗せてください。 

(一12ページ） 


ディスクが汚れている。 

ディスクの表面をきれいじしてください。 
(-30 ページ） 

ディスクが途中で回ら 
なくなり、止まる 

ディスクじ傷がついている。 

傷がをいディスクの場合.再をできないこ 
とがあ y ます。 


ディスクが反っている。 

ひどく反ったディスクの場合、再生できな 
いことがあります。 


アンプ-スピーカの接統が正 
しくない。 

ケーブル類を正しく接続してください。 
(アンプの説明書をご覧ください。） 


アンプの電源がオン(こなって 
いない。 

アンプの電源を人れてください。 

(アンプの説明書をご覧ください。） 

ディスクは回るが音が化 
ない 

アンプのファンクシヨン又は 
セレクタースイ、ソチが‘ CD " ま 
たは" AUX " 等(本機と接続し 
た端す）に切替え6れていな 
い。 

アンプのファンクション又はセレククース 
イッチが" CD " または" AUX " 等体機と接続 
した端す）に切替えてくだきい。 

(アンプの説明書をご覧ください。） 


アンプのボリュームが最ルに 
なっている。 

アンプのボリュームを調整してください。 
(アンプの説明書をご覧ください。） 


画困つたとをは _ 

函ったときは下記の項目を磕認してください。 

下記の項目を確認しても直6ない場含は、お買い上げになった販売店もしくはおおくの株式会社マランツコンシューマーマーケティング各営業所、お客様相談センター、または当社サービスセンターにご相談くだきい。 


基本接続 



一^基本操作一 

\ _V 


各部の名称 

^_ J 
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p 困つたとをは 


USB/iPod (SA8003) 


現象 

原因 

化置 

表示部じ" OverCurrent " 
と表示される。 

本機か6 USB 経由で供給で 
きる電力を超えていまず。 

ホ巧応の USB メディアです。動作負荷電 
流 500 mA liTF のものをご利用<ださい。 

表示部に " FAT Error " 又 
は " Cluster Err " と表示さ 
れる 0 

ホ対応のファイルシステム 
を使用しています。または 
128 MB W 下の USB メモリ 
は対応できません。 

対応するファイルシステム （ FAT 32 または 
FAT ) でフォーマツトされた、2日 6 MB W 上 
の USB デパイスをこす Ij 用ください。 

表示部に " No File " と表 
示される 0 

本機で再を巧能なファイルが 
存在しません。 

対応フォーマツトをご確認ください。 

(一27、28ページ） 

表示部じ " DRM Stream " 
と表示される。 

ディジタル著作権管理されて 
いるファイルです。 

本機ではホ対応の DRM のため再生できま 
せん。 （^27 ページ） 


アンプ-スピーカの接続が正 
しくない。 

ケーブル類を正しく接統してください。 
(^アンプの説明書をご覧ください。） 


アンプの電源がオン(こなって 
いない。 

アンプの電源をオンしてください。 

(ーアンプの説明書をご覧ください。） 

USB は接統されている 
が音が化ない 

アンプのファンクシヨン又は 
セレクタースイ、ソチが" CD " ま 
たは" AUX " 等(本機と接続し 
た端す）じ切替えられていな 
い。 

アンプのファンクション又はセレクタース 
イツチが" CD " または" AUX " 等(本機とあ続 
した端子）じ切替えて < ださい。 

(ーアンプの説明書をご覧ください。） 


アンプのボリュームが最ルに 
なっている。 

アンプのボリュームを調整してください。 

(ーアンプの説明書をご覧ください。） 
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現象 

原因 

処置 


第5世代 JU 前の iPod にはモ 
対応でず。 

" iPod の再生について"を参照してくださ 
し、（一28ページ） 


アンプ-スピーカの接続が正 
しくない。 

ケーブル類を正しく接続してください。 

(ーアンプの説明書をご覧ください。） 

iPod は接続きれている 

アンプの電源がオンになって 
いない。 

アンプの電源を入れてください。 
(^アンプの説明書をご覧ください。） 

が音が化ない 

アンプのファンクシヨン又は 
セレク女ースイ、ソチが" CD " 
または" AUX " 等(本機と接続 
した端子）じ切替えられてい 
ない。 

アンプのファンクシヨン又はセレクタース 
ィ、ソチが" CD " または" AUX " 等(本機と巧続 
した端す）じ切替えてください。 

(ーアンプの説明書をご覧ください。） 


アンプのボリュームが最ルじ 
なっている 0 

アンプのボリュームを調整してください。 

(ーアンプの説明書をご覧ください。） 

USB 機器の読み込みに 
時圍がかかる。 

容量の大きい USB 機器を接 
続したとき、容量によって 
は読み込みに時間がかかりま 
す。大容量のときは読み込 
み[こ数分かかることもありま 
ず。 

読み込みが完了ずるまでお待ちください。 











































1 その他 


■ WMA の再生について 

• Windows Media は、米国 IVHcrosoftCorporation 
の米国およびその他の国における商標です。 

• WMA とは 、 「Windows Media Audio 」 の略で、 
米国 Microsoft Corporation によって開発きれた 
音声圧縮技術です 0 WMA デーなは 、 Windows 
Media ® Player Ver .7、7.1 、 Windows Media ® 
Player for Windows ® XP 、 または Windows 
Media ® Player 9 Series を使用してエンコードず 
ることができまず。 

• ISO 目目目日レベル1/レペル2の CD - ROM ファイ 
ルシステム、および拡張フォーマツト （ Joliet 、 
Romeo ) に準拠して記録したディスクを使用して 
ください。 

• マルチセッションには対応していません。 

• DRM コピープ□テクトのかかった WMA ファ イ 
ルは再をできません。 

• WMA ファイルは、米国 MicrosohCorporation の 
認証を受けたアプリケーションを使用してエン 
コードしてください。もし、 f 忍証されていないア 
プリケーシヨンを使用ずると、正常に動作しない 
ことがありまず。 


Windows Media DRM について 

Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM )( た(下、 
WMDRM ) は、コンピュー女一、デジタルオーディ 
オプレー中 一、 ネットワーク機器などの再生を防い 
だり、デジタルコンテンツを安全に配信するための 
プラットフォームでず。 

WMDRM で保護されたコンテンツは WMDRM の 
機能を有ずるメディアサーパーと接続したときのみ 
再生できます。 


WMA フ アイ/レ 


ディスクメディア】 


規格 

Microsoft Windows Media Audio 
9.2 準拠 

U 下は対応外 

• WMA 日シリ —ズ Professional 
• WMA 日シリーズ Voice 

• WMA 日シリ —ズ Lossless 
• Video 有り WMA 

拡張子 

.wma 

ビットレート 
[ kbps ] 

CBR : 48/64/80/96/128/160/192 

サンプリング 
周波数 [ kHz ] 

44.1 

チヤンネル 

2 ch ( Stereo ) 


USB メディア】 


臟 

Microsoft Windows Media Audio 
9.2 準拠 
(下は対応外 

• WMA 日シリ —ズ Professional 
• WMA 日シリーズ Voice 

• WMA 日シリーズ Lossless 
• Video 有り WMA 

拡張子 

.wma 

ビットレート 
[ kbps ] 

CBR : 48 〜 320 

VBR : Peak 384(表示は平均ビット 
レート値の対応となります） 

サンプリング 
周波数 [ kHz ] 

32/44. 1/4呂 

チヤンネル 

2 ch ( Stereo ) 

文字情報 

クイトル： 128 Byte 

作成者（アーティストを）： 128 Byte 

アルパムを： 128 Byte 


本機は WMDRM で保護されたコンテンツに対応し 
ていません。 


■ MP 3 の再生について 

• に09660レベル1/レベル2の CD - ROM フアイ 
ルシステム、および拡張フォーマット ( Joliet , 
Romeo ) じ準拠して記録したディスクを使用して 
ください。 

• MPEG 1 才ーディオレイヤー3のファイルで本 
機指をのサンプリング周玻数 t (外で記録された 
ファイルは " No File " と表示され、再生することが 
できません。 

• 巧変ピットレート （VBR : Variable Bit Rate ) には 
対応していません（再生できる場合、表示窓の時 
間表示が速くなったり、遅くなったりしまず)。 

• マルチセッションには対応していません。 

• 音質的には、記歸ビットレート 128 kbpsW 上をお 
勧めしまず。 


MP 3 ファイル 
【ディスクメディア】 


規巧 

MPEG -1 Audio LayerS 

拡張子 

. mp 3 

ビットレート 
[ kbps ] 

MPEG -1 Audio LayerS の攝合 
32/40/4 日/日目/目 4/ 日 0/96/112/1 28/160/ 
192/224/256/320 

サンプリング 
周波数 [ kHz ] 

MPEG -1 Audio LayerS の攝含 

44.1 

チヤンネル 

2 ch ( Stereo ) 

エンファシス 

OFF 

【USB メディア】 

規格 

MPEG -1 Audio LayerS 

拡張子 

. mp 3 

ビットレート 
[ kbps ] 

MPEG -1 Audio LayerS の場合 
32/40/48/ 日目/目 4/ 日 0/96/112/1 28/160/ 
192/224/256/320 

サンプリング 
周波数 [ kHz ] 

MPEG -1 Audio LayerS の場合 
32/44.1/48 

チヤンネル 

2 ch ( Stereo ) 

エンファシス 

OFF 

文字情報 

[ lD 3 v 2 ( v 2.2/ v 2.3/ v 2.4)] 

タイトル： 128 Byte 
アーティストを： 128 Byte 
アルパムを： 128 Byte 
コメント：12呂 Byte 
[ lD 3 v 1 ( v 1.0/ v 1.1)】 

タイトル： 30 Byte 
アーティストを： 30 Byte 
アルパム名： 30 Byte 
コメント：30 Byte 


ち部つを巧 ニェ本甚続 ミ本操作 応用接続 応用ぉ木作 


一一たときは 
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その他 


■ AAC の再生について 

• AAC とは 「Advanced Audio Coding 」 の略です。 
MPEG -2 および MPEG -4 で使用される音声圧縮 
技術に圉ずる基本フォーマットです。 

• 本機では， iTunes ® を使用してエンコードされた， 
あお子が 「. m 4 a 」 の AAC ファイルの再生に対応 
しています。ただし， DRM コピープ□テクト（著 
作権保護）のかかったファイルやエンコードする 
iTunes のバージョンじよっては再生できないこ 
とがあります。 

• iTunes は，米国および他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標でず 0 


• iTunes で作巧されたファイルが巧まです。 


規巧 

MPEG -4 /AAC LCCLow Complexity ) 
MPEG -2 /AAC LCCLow Complexity ) 

拡張子 

. m 4 a 

ビットレート 
[kbps] 

8 — 320 

サンプリング 
周波数 [kHz] 

32/44.1/48 

チヤンネル 

2 ch ( Stereo ) 

文字情報 

【 MPEG -4 ヘッダ ( iTunes コンテンツ 情報)】 
を前（タイトル）：128 Byte 
アーテイスト名：128 Byte 
アルバムを：128 Byte 
コメント：128 Byte 


■ WAV の再生について 


■ iPod の再生について 

• 第日世代 t (降の iPod および iPod nano jPod classic . 
iPod touch を接続すると、 iPod から音声がデジタル 
( LPCM ) 伝送されるため、より高音質で再生するこ 
とができます。 

• 接続する iPod の機種によっては、一部動作が異な 
る場含があります。 

• iPod のソフトウェアがちいと正常に動作しない 
ことがありまず。必ず最新の iPod ソフトウェア 
でお使いください。 

• TEXT 表示は英数字のみとなります。英数字 W 外 
の文字が iPod じ記録されている場合、その文字は 
「 ホ」 で表示きれます。 

• iPod は、著作権のないマテリアル、または法的に 
複製-再生を許語されたマテリアルを個人が私 
的に複製-再生ずるためじ使用許詰されるもの 
です。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

• SA 8003 から iPod のイコライザを操作ずること 
はできません。本機に iPod を接続ずる前に JPod 
のイコライザを「オフ」じ設定ずることをお割め 
しまず。 

• 本磯と iPod を組み合わせてご使巧の際、 iPod の 
データに 不具合が生じても、デー女の補償はいた 
しかねますのであらかじめご了承ください。 

• iPod で再生可能なファイル （ AAC 、 MP 3、 WMA 、 
Apple □スレス 、 AA 、 AIFF ) であれば本機で再生巧 
能でず。 


iPod は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標でず。 


口 Made tor 

^ iPod 


規巧 

RIFF WaveTorm Audio Format 

フォーマット 

リニア PCM 

拡張子 

.wav 

サンプリング 

リニア PCM : PCM 32/44.1/48 

周波数 [kHz] 

上記以外は対応外 

ビット数 
[bit] 

リニア PCM :16 

チヤンネル 

2 ch ( Stereo ) 

文字情報 

なし 


を部のを称 Mill 本接続 



巧用を技 


^本里巧 
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仕お.外観寸法回 


• リモつン . 

質量(電池なし） . 

• 単四乾電池 ( R 03) ....... 

• 電源コード . 

• オーディオケーブル... 
• リモート接続ケーブル 
• 取撒説明書(本書） ....... 

• 保証書 . 


本機の規格および外観は改良のため予告なく変更 
ずることがありまずのでご了承ください。 


電源 . AC 100 V 50/60 HZ 


消費電力(電気用品安全法） .25 W 

スタンバイ消費電力 .0.5 W 


キャビネット•その他 

最大外形寸法(幅 X 高さ X 奧巧き） 

.( SA 8003 )440 X 1 08.5 X 343.5 mm 

.( SA 7003 )440 X 107 X 339.5 mm 

質量 

.( SA 8003) 7.8 kg 

.( SA 7003 )5.9 kg 

許容動作温度 . 十5で〜十3己で 

許容動作湿度 . 5〜9096 (結露のないこと) 



スー パーオーデイオ CD 

オーディオ CD 

オーディオ特性 



アナ□グ出力 



チヤンネル 

2チヤンネル 

2チヤンネル 

再生周波数範囲 

2 Hz — lOOkHz 

2 Hz —20 kHz 

周波数特性 

2 Hz — 日 OkHz (-3 dB ) 

2 Hz —20 kHz 

ダイナミックレンジ 

112 dB 

100 dBW 上 

S/N 比 ( A - Weighted ) 

llOdB 

llOdB 

局調波を率 （1 kHz ) 

0.002096 

0.002日％ 

ワウフラッター 

水晶精度 

水晶精度 

アナログ出カレベル 



アンバランス 

2.3 V RMS ステレオ 

2.3 V RMS ステレオ 

へッドホン出力 

43 mW (可変最大） 

43 mW (可変最大） 

デジタル出力 

—— 

0 .己 Vp-p (7 己 0) 

ピンジャック 

— 

-19 dBm 

角型光コネクター(光化力） 



光ぎ読み取り方式 



レーザー 

A に aAs 

A に aAs 

波長 

目日日 nm 

780 nm 

信号ち式 

1ビット DSD 

16 ビット■リニア PCM 

サンプリング周波数 

2.8224 MHz 

44.1 kHz 


電源部 付属品 




その他 



SA 8003 


SA 7003 
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その他 


イスクの取扱い方 


★ディスクの表面にキズをつけないよラ大 
切に扱ってください。 

★ディスクの表面はいつちをれいに 

ディスクの表面をふく時はかず専用のクリーナーを 
使用して図のよラじふいてください。 


• 放が状方向じふいて • 円周方向じは、ふかな 
ください。 いで <ピさい。 

★ディスクのレーベル面に紙やシールを貼 
弓ないでください。 

ディスクにセ□八ンテープサレンタル CD のラベル 
などの糊がはみ化した y ,剥がした痘があるちのは 
お使いにならないで<ださい。そのままプレーヤー 
にかけるとディスクが取り出せなくなったり，故障 
する原因となることがあります。 



★特巧なおのディスクは使用しないでくだ 
さい。 

八ート型，八をお，名刺型など特巧お状のディス 
クは使用しないでください。取り化せなくなった 
り.機器の故障の原因となることがあリます。 


★ディスクレーベル面に固醒1マークの入つ 
たものなど JIS 規巧に合致したディスクを 
ご使用ください。 

CD お格外ディスクを使用された場合じは，再生の 
保証は致しかねまず。また、再をできた場合であつ 
ても音質の保証は致しかねまず。 

★ディスクを大切にするため次のような場 
巧に置くことは避けてください。 

• 直韵日光を受けたり、暖房器具などの発熱体に近 
い塌巧 

• 湿気やホコリの多い場所 
• 窓ぎわで雨などかかるおそれのある場戸斤 

★ディスクはケースに入れて正しくな管し 
ましよラ。 




© 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続 な用操作岳ったときは 
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■ コピーコントロール CD (コピーガー 

ド付 CD ) について 

コピーコント□-ル CD (コピーガード付 CD ) は， 
現在の CD 規格に準拠していない特殊なディスクで 
あり' 当社としましては，お客様の CD 再生機器 
による再生の状態を保証致しかねます。 

通南 CD を用いての再生時には支障な<再生がで 
き，これらの特殊ディスク再生時においてのみ支 
障をきたず場合につきましてはお客様の CD 再生機 
器の不具合ではござし^ません。 

なお、コピーコント□-ル CD に圉する詳細につき 
ましてはコピーコント□ール CD の発売元にお問い 
合わせ戴きますようお原頁いいたします。 


■ CD - R / CD - RW ディスクの再をについて 

本磯では従来のオーディオ CD や CD-R ( Recordable ) 

じ加え、 CD-RW ( Rewritable ) ディスクの再生も巧能 

でず。 

• CD-R や CD-RW の再生では必ず T 0 C * が正しく 
記録されていることが必要でず。 CD レコーダー 
では T 0 C 情報を書き込むことをファイナライ 
ズ i ： Finalize ) といい、この作業が正常に完了して 
いないディスクは、普通の CD プレー古一やスー 
パーオーディオ CD プレー中一ではオーディオ 
CD として正しく認識されず再をすることができ 
ませんので十分ごミ主意ください。詳しくは CD レ 
コーダーの取扱説明書をご覧ください。 

* T 0 C (トツク）とは Table Of Contents の略で、 
ディスクの総曲数作総演奏時間などの目次情 
報のことでず。 

• 本機は音楽 CD フォーマット、 WMA / MP 3 の音楽 
データが記歸された CD - R / CDRW ディスクを再 
生ずることができます。ただし、ディスクよって 
は r 再をできない」、「ノイズが化る」、または「音が 
歪む」どが起こることがあります。 

• 本機は再生専巧機でず。 CD - R / CD - RW ディスク 
に歸音ずることはできません。 

• CD - RW ディスクを再生ずる塌合、プレーヤーの 
設走を一部変更ずるため、オーディオ CD や CD-R 
に比べ T 0 C の読み込みじ若干時間がかかること 
がありまず。 


• パソコンで記録したディスクは、アプリケーショ 
ンの設定、およむ環境によって再生できないこと 
がありまず。正しいフォーマットで記録してく 
ださい。（詳細はアプリケーションの発売元(こお 
問い合わせください。） 

• パケットライト方式で記録されたディスクは再 
をできません。 

• ミックス■モード CD / エン八ンスド CD 作 DTS 
CD ディスクを再生することはできません。 

• CD - G 、 ビデオ CD や DVD ディスクを再生するこ 
とはできません。 


■ DualDisc の再生について 

• " DualDisc " は、片面に DVD 規格準拠の映像节才一 
ディ 才が、わう片面に CD 再生機での再生を目 
的としたオーディオがそれぞれ収歸されていま 
す。 

• DVD 面ではないオーディオ面は一般的な CD の 
物理的規格に準拠していないために、再をでき 
ないことがありまず。 

• " DualDisc " の仕様や規格などの詳細に関しまし 
ては、ディスクの発売元または販売元にお問い 
含わせください。 


USB メディアについて 


• 本機とパソコンを USB ケーブルで接続して音楽 
ファイルを再生することはできません。本機が 
対応している USB メモリー CFAT 16、 FAT 32 フォー 
マツトに対応）などの USB マスストレージクラス 
に属する機器です。 

• 本機でずべての USB メモリーの再生、および電源 
の供給を保証できない場合がありまず。また、本 
機と接続したことで 、 USB メモリーのファイルが 
万が一損失した場合、当社では一切の責任を負う 
ことができませんので、あ5かじめご了承くださ 
い。 































■ぉ手入れ 

•セットが汚れたときは柔らかい布でか6ぶきして 
ください。ミちれがひどいときは食器用洗剤を己〜 
6倍にうすめ、やわらかい巧に浸し、固く絞ってミち 
れをふきとったあと、乾いた巧でからぶきしてく 
ださい。 

• アル〕ール、シンナー、ペンジン、殺虫剤など揮発 
性のものが付着すると塗装がはげたり、光おが失 
われることがありまずか6絶対にご使用(こなら 
ないでください。また、化学ぞうきんでこすった 
り、長時間接触させたままじしておきますと変質 
したり、塗料がはげたりずることがありますので 
ごミま意ください。 


■ 吾作権について 

• 放送や，レコード，その他の録音物（ミュージック 
テープ，カセット，才ーディオ CD など），音楽作品 
は音楽の歌詞、楽巧などと同じ<著作権まじよ y 
保書されていまず。 

した巧って .それから録音したテープを売った 
リ > 譲ったり > 配ったり，貨したりずる場合.およ 
び営利（店の BGM など)のために使用する場合に 
は > 著作権法上,権利をのを詰がか要です。 

• 使用を件は場合じよって異なりまずので，詳しい 
内容や申請その他の手続きについては r 日本音楽 
著作権協会」 （ JASRAC ) の本部または最寄りの支 
部にお問い合わせ<ださい。 


■ ステレオ音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるちので 
す。隣お巧への配慮（思いやり）を十分にいたしま 
しょク。 

ステレオの音量はあなたの也がけみ案で大き<もル 
さ<もなります。特に静かな夜闇には AI V さな音でも 
通りやすいちのでず。夜間の音楽観賞には特に気 
を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるのも一つの方まです。お互いに&を配り， 
'陕いを;'舌環境を守りましょう。 



その他 


■ 巧証 • アフターヴービスについて 

1. この商品には保証書を別遠添がしてありまず。 
保証書は r 販売店巧 ■ 保証期間」をご確認の上、販 
売店か6お受け取りいただき、よくお読みの上、 
大切に保存してください。 

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間でず。 
お買い上げ販売店又は製社営業所で保証記載事 
項に基づき r 無料修理」しがこします。 

3. 保証期間經過後の修理について。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様の 
ご要望により有料修理致しまず。 

4. 当せはこの製□ちの補修用性能部品を製造巧切後 
最低8年間保有していまず。 

日.補修用部品の詳細-ご贈答-ご転居等アフクー 
サービスじついての不明な点は、お買い上げ販売 
店または当社営業所、サービスセンクーに遠慮な 
くご相談ください。 

日.修理を依頼される際には、お手数でずがもう一度 
"西ったときは"をご参照の上よくお調べくださ 
し''。ぞれでも直5ないときは、必ず電源プラグを 
抜いてか5、お買い上げ販売店または当せ営業 
所、サービスセンターにご連絡くだきい。 


ご連絡いただきたい内容 

1 ) 品)を！ スーパーオーデイオ 

CD プレーヤー 

2) 品)番 SA 8003 / SA 7003 

3) シリアルナンパー(製造番号） 

4) お買い上げ日年月日 

己）故障の状況(できるだけ具体的じ） 

6) ご住所 

7) おを前 

8) 電話番号 


各 

部 

の 

名 

称 

v _ y 


基 

本 

接 


基 

本 

作 


応 

用 

接 


応 

用 

接 

作 


v _ y 

闺 

〇 

た 

と 

ぎ 

は 



31 



























メモ 
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お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 
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